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2024年度 学生生活に関するアンケート結果報告書 

学生部 

 

1. 概要 

本アンケートは、2025 年 3 月卒業学生を対象として実施した。回答率は 69.7％（62/89）であった。学生生活

全般に関する満足度や課題を把握し、今後の教育・学生支援体制の改善に活かすことを目的としている。 

 

 

2. 回答者の満足度の概要 

■ 本学に入学しての総合満足度 

評価 人数 

大変満足 17 

ほぼ満足 29 

普通 14 

やや不満 2 

大変不満 0 

 

 

 

 

⚫ 74％が「大変満足」または「ほぼ満足」と回答し、教育・支援体制に対して肯定的な評価が多い。 

 

 

3. 各項目別の評価と考察 

■ キャンパスの環境 

評価 人数 

大変満足 8 

ほぼ満足 18 

普通 33 

やや不満 2 

大変不満 1 

 

 

 

 

⚫ 「普通」以上が 92％だが、Wi-Fi接続不良や老朽化した設備、トイレの水流などへの不満が目立つ。 
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■ チューター対応 

評価 人数 

大変満足 31 

ほぼ満足 19 

普通 12 

不満 0 

 

 

 

 

 

⚫ 満足度は非常に高く、個別対応の丁寧さが評価された。 

⚫ 相談したい内容としては「進路・就職（44名）」「学業（36名）」が中心である。 

 

■ フォーマルデー（スーツ着用日） 

評価 人数 

大変満足 6 

ほぼ満足 10 

普通 32 

やや不満 13 

大変不満 1 

 

 

 

 

⚫ 就職活動への準備として一定の意義は感じられている。 

⚫ 「足が痛い」「夏は暑い」「服装選びが面倒」といった不満もある。 

 

■ レクリエーション・イベント評価（満足度集計） 

イベント名 大変満足 ほぼ満足 普通 不満 不参加 

レクリエーション大会 7 10 27 2 16 

大学祭 16 18 20 3 5 

キッチンカー 12 17 19 0 14 

Sun Cafe（無人販売） 8 17 23 10 4 

⚫ 大学祭・キッチンカーの評価は比較的高く、Sun Cafeでの無人販売には「現金が使えない」等の不満が

目立つ。 
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■ 各部署の対応評価 

部署名 大変満足 ほぼ満足 普通 やや不満 大変不満 未利用 

事務職員窓口対応 13 19 27 3 0 - 

保健室・カウンセリング 9 7 18 0 0 28 

キャリア支援室 20 17 19 3 0 3 

図書館 8 8 22 2 0 22 

学生寮（入寮者のみ） 3 2 7 3 1 46 

⚫ キャリア支援室や事務職員窓口対応への評価が高い。 

⚫ 図書館は未利用者が多く、利用促進のための工夫が必要。 

 

 

4. 自由記述の声（抜粋） 

■ 良かった点 

⚫ 「先生との距離が近く、相談しやすかった」 

⚫ 「就職活動の支援が手厚かった」 

⚫ 「3年で多くの資格を取得できた」 

⚫ 「授業が楽しかった／実習が充実していた」 

 

■ 改善希望・課題 

⚫ 「トイレの水が出ない」「Wi-Fiが弱い」「エレベーターがない」 

⚫ 「学食がない」「学園祭の規模が小さい」 

⚫ 「課題が多い」「授業内容に誤りがあった」 

⚫ 「フォーマルデーが負担」 

 

 

5. 今後の課題 

1. 施設・インフラ整備 

 トイレ・Wi-Fiの改善、エレベーターの設置検討 

 Sun Cafeへの現金対応など利便性向上 

2. 学内サービスの拡充 

 印刷機の設置要望への対応 

 図書館や保健室の利用促進策（利用ガイダンス等） 

3. イベント運営の見直し 

 参加率の低いイベントやフォーマルデーの目的再確認と改善 

 学祭・キッチンカーは好評のため、今後も継続を検討 

4. 教職員の連携強化 

 すでに評価が高いチューター・キャリア支援体制を継続・発展 

 授業の質のさらなる向上とフィードバック体制の強化 

 



6. 結論 

本アンケート結果から、学生の多くは本学での学びに満足している一方、学内施設や一部制度に対する改善

要望も多く寄せられた。今後、学生の声を反映した環境づくりと支援体制の強化を進めていくことが求められる。 

 


